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１．研究目的 
本研究プロジェクトは、あらゆる文字に番号
（コード）を与えることにより、ネットワーク
環境において多国語の文字情報が文字として
迅速に流通するための基盤を整備することを
目指した。そのため、次の２点を目標とした。 
１．１ 日本語でかつて用いられた漢字を可能
な限り多数同定し、その字形を確認するための
漢字フォントを作成すること。 
１．２ この漢字フォントを使用した大規模テ
クスト・データベースの構築法を開発すること。 

 
 
フォント作成のための漢字の構成要素への分解 

 
 

 
 
 
 
 

２．研究成果概要 
２．１ 漢字フォント 
本研究プロジェクトは、平成７年度日本学術
振興会産学共同研究支援事業による「人文系多
国語テクスト・プロセシング・システムの構築
に関する研究」により制作された２０，９０２
字の漢字フォントを継承して、日本語で使用さ
れた漢字を最終的に７４，０８６字を同定した。
そしてこれらの漢字を TrueType 形式で「ＧＴ 
書体２０００ 」フォントとして制作するとと
もに、従来までのような音訓や画数だけでなく、
漢字構成要素からもこれらの漢字を検索でき
るようにするために、漢字構成要素（エレメン
ト）も１０，４８６点をフォントとして制作し、
漢字検索の便宜を図った。これらのフォントは
ネットワーク上で公開されている。 

 
アウトライン・フォントの作成 

 

「ＧＴ 書体２０００ 」フォントの漢字（例） 

 



 
構成要素からＧＴ 書体フォント漢字を検索 

 
 
ラルース『１９ 世紀世界大辞典』（画像） 

 
 

２．２ 多国語テクスト・データベース 
この基盤の上に立った多国語テクスト・デー
タベースとして、先ずローマン・アルファベッ
ト表記ではあるが約２万４千頁と膨大なラル
ース『１９世紀世界大辞典』を対象にして、軽
快な文字データ（430MB）と画像データ（70GB）
をリンクさせ迅速にデータベースを構築する
技法を開発した。次いで、この技法を『康煕字
典』に適用し、「ＧＴ書体２０００ 」フォント
の漢字を検索に用いる『康煕字典』画像文字連
携テクスト・データベースを構築した。後者の
データベースは、逆に「ＧＴ書体２０００ 」
フォントのための漢字データとしても機能す
ることになる。 

 
３．結論 
フォントと画像文字連携データベースの公
開により基盤整備の当初の目標は果たされた

ことになり、今後は提供データの追加と改良が
研究プロジェクトの社会的責務となる。 
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ＧＴ 書体漢字による『康煕字典』画像の検索 

 


